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 会誌は和文名「表面科学」，英文名「Journal of The Surface Science Society of Japan」とする。毎














































4.2 論文および記事の刷り上り（45 行 2 段組）の長さは，図表・参考文献を含めて次に示すとおりとす
る。ただし，1 ページは約 2300 文字である（片段の図表は 400 字に換算）。テンプレートで確認でき
る。 
    論文：  6 ページ以内   ポピュラーサイエンス：3～4 ページ 
    速報：  2 ページ以内   実験ノウハウ：2～3 ページ 
    ノート： 2 ページ以内   談話室： 1～2 ページ（内容に応じて） 
    総合報告：8 ページ以内   先端追跡：  半ページ（800～900 文字程度） 


























英文誌の場合：J. Surf. Sci. Soc. Jpn. 
   [例] 本郷太郎，表面科学 Vol. 2, p. 320 (2002). 
Taro Hongo, J. Surf. Sci. Soc. Jpn., Vol. 2, p. 320 (2002) (in Japanese). 







1) 表題    2) 著者名    3) 所属機関名    4) 所在地 
        5) Title     6) Author(s)   7) Affiliation(s)    8) Address 
 9) 英文要旨（和文要旨※） 
原稿本文の内容の要旨を英文で書く。原著論文・総合報告・研究紹介・ポピュラーサイエ




 10) キーワード 
原著論文・速報・ノート・総合報告・研究紹介・ポピュラーサイエンスでは，英文キーワ






1.3 電子ファイルの作成（Web 投稿の手引きを参照のこと） 
a. テンプレートを用い図を貼り付ける。図は鮮明であること(300 dpi 程度以上)。原稿送付は，Word
形式(.doc)（推奨）または PDF 形式(.pdf)とする。また，投稿票，カバーレター（速報のみ）を
用意する。 
b. 図・表の電子ファイルは，300 dpi 程度以上で独立したファイルとして作成する。電子ファイル
の拡張子は，.pdf .eps .jpeg .png .gif .jpg .tif .tiff とする。査読プロセスにおいては，図表を
powerpoint ファイル(.ppt)にまとめたものでも構わないが，採択後は独立したファイルを用意
する。 
c. アップロードできるファイルの容量は総計 20MB とする。 
 
２．原稿本文作成時の諸注意  




   [例] 1,500 K → 1500 K 
漢字やひらがなと結合し，名称として現れる数字は漢数字とする。 
  [例] 一つ，二重線，三体問題 
2.3 立体とイタリックの使い分け指針（ここでのルールはあくまでも指針であるため，論文内で統一さ
れていれば必ずしも従わなくても良い。） 
a.  変数を示す記号：原則としてイタリック体。 
[例] 座標軸 x,  y,  z 
[例] 化学式，化学反応式の変数 La2-xSrxCuO4 
[例]  フェルミエネルギー EF （F は Fermi を表し，物理量ではないので立体） 
[例]  i 番目の原子位置 Ri（i は変数なのでイタリック体, ベクトル Rは太字に） 
b. ラテン語：全てイタリック体とする。 
[例] ab initio  a priori  ca.  e.g.  et al.  in vivo  i.e.  in situ  vs.  etc.   
c. 演算記号・単位：演算記号や単位は立体とする。単位は原則として国際単位系（基本単位, 
補助単位, 固有の名称を持つ組立単位を含む）を使用すること。 
       [例] sin  cos  exp  d  Δ 
       [例] m（長さ） s（時間：秒） min（時間：分） h（時間：時） mol（物質量）  
kg（質量） K（温度） J（熱量） Pa（圧力） V（電圧） Ω（電気抵抗） 
d. 元素記号・電子軌道：立体とする。 
  [例]  Cu,  Zn,  CH3OH 
  [例] 3d 軌道,  O 2p 準位 
2.4 省略語 
 省略語は，最初に出てくるところで原綴りを書く。 




















a. 図キャプションでは，次のように color online の文言を付けること。 
     [例] Fig. 1 (color online).   
b. 本文中では，図に用いた色，または濃淡を指し示す解説をしてはならない。 
   [してはならない例 1] 赤色で示された領域は…である。 
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  h. 推奨されない書き方 (英和文混合はなるべく避ける) 
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1) 原著論文  2) 速報  3)ノート  4) 総合報告  5) 研究紹介   



























（会誌に掲載された論文を J-Stage で公開する際に，著者のお名前に Shift-JIS 漢字以外の漢字が用いられております
と，目次ページおよび書誌情報ページにおいてその漢字は「＝」に置き換えられてしまいます。Shift-JIS 漢字に置き
換えを希望される場合は，どの文字に置き換えるかをご表記ください。） 






















































テンプレート総頁数        頁 
 
 
図           枚 
 






発生します。投稿規定 6「投稿料・別刷り・カラー印刷料」の第 3 項をご覧下さい。料金については編集委員
会までお問い合わせください。 
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※注１：原則，著者のうち少なくとも 1 名は日本表面科学会の会員であることが必要です（投稿規定）。 
        但し，依頼原稿の場合はその限りではありません。 
点検項目   
 
入稿後の流れをスムースにするためにご送付前に下記項目の点検をお願い致します。 
１項目ずつ原稿にあたって下さい。(  )の部分に○印をお入れ下さい。 
 
(  ) テンプレートでの総頁数が規定頁数，あるいは依頼頁数以下である。 




(  ) 表題・著者名・研究機関・所在地が和文，英文で記入してある。 
(  ) 英文要旨が執筆の手引きに従い（150 語程度（または 70 語程度）の英文）書かれている。 
(  ) 英文で５つ以内のキーワードが書かれている。人名や略語を除き原則小文字とする。 
(  ) 原稿全体を通して用語は統一されている。 
(  ) 式中に出る記号は，式の前または後に説明がつけてある。 
(  ) 単位はＳＩ単位になっている。 
(  ) 引用文献に漏れはない。本文の該当箇所には通し番号で記入がある。 
(  ) 文献の書き方は「執筆の手引き第 4 章」に沿っている。 
      No.）著者名Ａ，Ｂ and Ｃ：雑誌名  巻，開始ページ（発行年）. 
(  ) 文献の共著者全員の氏名を書いてある。 
(  ) 図および表中の文字および記号，キャプションは全部英文にしてある。 
(  ) 図表の文字の見やすさなど，テンプレート（印刷の大きさ）で確認した。 
(  ) 写真図面は鮮明なもの(300dpi 程度以上)を用意した。 
(  ) 原稿ファイル（テンプレート）、図面電子ファイルの総計容量が 20MB 以下である。 
 
 
